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  The Central Council for Education's report, "Toward the Construction of a 
Japanese-Style School Education in 2022: Realization of Individual Optimal Learning 
and Collaborative Learning that Draws Out the Potential of All Children," stated that 
the information terminals provided to students under the GIGA school concept will be 
used to enhance individual optimal learning and collaborative learning in an 
integrated manner. In line with this, teacher training initiatives to realize individual  
optimal learning and collaborative learning utilizing the cloud were undertaken. In 
this study, we reported on the teacher training efforts in Y-Town, S-Prefecture, which 
were practiced in 2022. Three characteristics of teacher training in Y-Town, 
S-Prefecture, were identified. 
 
【キーワード】 GIGA スクール構想 令和の日本型学校教育 教員研修 
 
１．はじめに 
1.1 個別最適な学びに関わる議論と用語の整理 
中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して (答申) 」では，情報端末

を活用して個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させることが示された（文部科

学省 2021）．これまでの個に応じた指導が「教師の視点」であったのに対し，個別最適な

─　　─31

信州大学教育学部附属次世代型学び研究開発センター紀要『教育実践研究』№ 22　2023



2 

学びは「学習者の視点」として区別して記述され，児童生徒が自己調整しながら学習を進

めていくことが求められる．  
個別最適な学びは「指導の個別化」と「学習の個性化」に大別される．答申において「指

導の個別化」は，「全ての子供に基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ，思考力・

判断力・表現力等や，自ら学習を調整しながら粘り強く学習に取り組む態度等を育成する

ためには，教師が支援の必要な子供により重点的な指導を行うことなどで効果的な指導を

実現することや，子供一人一人の特性や学習進度，学習到達度等に応じ，指導方法・教材

や学習時間等の柔軟な提供・設定を行うことなどの「指導の個別化」が必要である」と示

されている．また，「学習の個性化」は「基礎的・基本的な知識・技能等や，言語能力，情

報活用能力，問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力等を土台として，幼児

期からの様々な場を通じての体験活動から得た子供の興味・関心・キャリア形成の方向性

等に応じ，探究において課題の設定，情報の収集，整理・分析，まとめ・表現を行う等，

教師が子供一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供することで，子供

自身が学習が最適となるよう調整する「学習の個性化」も必要である」と示されている． 
加藤（1980）は，学習内容と学習方法を学習者が選択することを「学習の個性化」の条

件としている．鹿毛（2021）は「学習の個性化」が高次な教育の目的概念であることを指

摘している．そのため，学習者が学習方法を身につけた上で，認知過程をメタ認知させて

いくことが重要である（市川 1995）．メタ認知とは，自分の認知活動を客観的に捉えるこ

とを指す．三宮（2018）によれば，学習方法を自ら試す経験を通し，その効果をメタ認知

しなければ，適切な学習方法の選択や活用は難しいと指摘する． 
また，DECI and RIAN（1985）によれば，動機づけの包括的な概念を示す「自己決定理

論」に基づく自律性支援があるとし，自律性支援は「選択の機会の提供」とされ，教師等

の圧力を抑制し，学習者の意思を尊重する文脈を形成する働きかけとされる．「選択の機会

の提供」は，自律性の程度が最も高い内発的動機づけに影響を及ぼす（e.g. PATALL et al. 
2008）．したがって，学習の個性化は，学習者が学習方法を自ら選択して試す等の経験を

積み重ねながら，教師は学習過程で学習者の技能や能力面を援助する必要がある（成田

1993）．一方，Schunk（2001）によれば，「学習者自身が行う，学習目標の達成を組織的

に志向する思考や行動によって生じる学習」を自己調整学習と定義している． 
ここまで「指導の個別化」と「学習の個性化」に関わる考え方や学習方略を概観してき

たが，これらを厳密に定義する先行研究は見当たらない．そのため，本論では「指導の個

別化」と「学習の個性化」を区別せず「個別最適な学び」と呼称することとする． 
1.2 ICT活用に関わる研究動向と問題の所在 

GIGA スクール構想によって，児童生徒に 1 人 1 台の情報端末が整備され，2021 年度

からは，全ての小中学校の児童生徒が情報端末を占有して活用できる体制となった．2023
年度に文部科学省が進める「リーディング DX スクール事業」では，都道府県及び政令指

定都市に指定校が設置され，情報端末の標準仕様に含まれている汎用的なソフトウェアと
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クラウド環境を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を推進し，

全国に好事例を展開することを目指している（文部科学省 2023）． 
その具体的な実践として，クラウド上に学習目標や学習過程，評価等を含む「学習の手

引き」を共有し，それを拠り所にしながら子供一人一人が学び方を選択したり，それぞれ

のペースやタイミングで学習を進めたりしながら進行する授業がある（久川ほか 2023）．
こうした授業を「複線型」とも呼ぶ（高橋 2023）．先行研究には，初期の学習指導の特徴

（佐藤ほか 2021），クラウド上の子供の自己選択や自己決定を支援する際の生徒の協働へ

の自信に与える影響（草本・高橋 2023），学習効果（佐藤ほか 2021），メタ認知に与える

影響（稲木 2023），教師の教授行動と児童の学習活動の特徴（佐藤ほか 2022），教師の机

間指導（八木澤ほか 2023）などがある．これらの授業は，教師が学習内容や学習過程，

学習方法等を板書等で示したり，指示・説明したりしながら，児童生徒全員が同じペース

や同じタイミングで進行する授業ではない．情報端末やクラウドの活用であっても，これ

までの個別化や個性化の教育に関する研究（加藤 1990，水越 1995 など）や，大村はま

の「学習の手引き」に関する実践が参考にされている（若木 2016）． 
ICT 活用に関する教員研修では，GIGA スクール構想を推進するためのオンラインシス

テムを活用した取り組み（小林・榊原 2021），校内研修プログラム（皆川ほか 2009）な

どがある．いずれも教員の ICT 活用指導力の研修であり，情報端末を活用しながら個別最

適な学びと協働的な学びに取り組むための教員研修ではない．また，行政や学校がどのよ

うに情報端末を活用した個別最適な学びと協働的な学びに取り組んでいくのか，支援する

研究者が学校へどのような助言をすればよいかの具体的な提案はない． 
今後，情報端末を活用した個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた教員

研修が盛んに実施されることが想定される中で，どのようにして教員研修を取り組んでい

けば良いのか，その取り組みの経緯を詳細に記録し，概観することは今後の教員研修プロ

グラムへの一助と成り得る．そこで本研究は，情報端末を活用して個別最適な学びに取り

組もうとする自治体において 2022 年に取り組んだ教員研修の具体的な取り組みを概観す

ることを目的とする． 
 
２．研究の方法 
2.1 教員研修の設計・実施の前提 
情報端末を活用した個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指した教員研修

に取り組んできた S 県 Y 町は，Y 中学校 1 校，C・J・S 小学校 3 校の自治体である．第 1
著者は S 県 Y 町の全小中学校の教職員を対象に，2020 年 9 月にオンラインで，新型コロ

ナウイルス感染症に基づく臨時休校に伴う児童生徒の学びを止めないための ICT 活用に

関しての研修を実施している．また，第 1 著者は 2020 年 10 月から「教育の情報化アドバ

イザー」を拝命しており，Y 町教育委員会と共に教員研修を設計してきた経緯がある．そ

の依頼は，1）2021 年 4 月までに整備される GIGA スクール構想の情報端末の活用の促進
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のためのアドバイスおよび研修の実施であったこと，2）月 1 回の教育委員会とのミーテ

ィングを踏まえ，教員研修の方向性を決めていくことの 2 点であった． 
2.2 教員研修の設計・実施の経緯 

2.1 の前提を踏まえ，2020 年 12 月に C 小学校，2021 年 1 月にY 中学校，2021 年 3 月

に J 小学校に対して，1）新型コロナウイルス感染症対策に基づく遠隔オンライン授業と，

2）1 人 1 台の情報端末の活用に関する研修をオンラインで実施している．また，2021 年

4 月から GIGA スクール構想に基づき，各小中学校の児童生徒 1 人 1 台の情報端末が整備

されることから，保護者への理解を促すことを目的に，2021 年 3 月に親子体験会を実施

している（三井ほか 2022）． 
一方，前述の通り 2021 年 1 月に中央教育審議会答申を受け，これまでの授業に情報端

末を活用していくことではなく，1）個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させ

ていくために情報端末を活用していくこと，2）教員の働き方改革に寄与するクラウド活

用が示されている．これを踏まえ，2022 年の教員研修の方向性を「情報端末を活用した個

別最適な学びと協働的な学びの充実」「教員の働き方改革のためのクラウド活用の充実」と

した（文部科学省 2022）．そこで，これからの Y 町の教育の方向性を確認するために，

2021 年 11 月に町議会議員の対面研修会，2021 年 12 月に全教職員にオンラインでの研修

を実施している． 
2.3 教員研修の設計の基本方針 
教員研修を設計する上でインストラクショナルデザイン（以下 ID）の考え方に基づくこ

とは重要であり，「教育活動の効果・効率・魅力を高めるための手法を集大成したモデルや

研究分野，またはそれらを応用して教材を作成したり，授業・研修を実施したりするプロ

セス」のことである（鈴木 2006）．そのアプローチに「ADDIE モデル」があり，1）分

析，2）設計，3）開発，4）実施，5）評価の段階で構成される．この考え方と手順で教員

研修を実施することで効果を高めることを目指した．これを踏まえ，授業研究会の実施後

に全教職員を対象としたリフレクションのための質問紙調査，調査の結果に基づき Y 町教

育委員会とリフレクションを実施した上で，次の教員研修の設計・開発，研修の実施を繰

り返すこととした．なお，必要に応じてオンラインで研修を実施することとした． 
また，Y 町教育委員会の方針として，1 年間で各 1 校，全クラスが授業公開して，授業

研究会を実施することが決まっていた．その計画として 2022 年 7 月に J 小学校，2022 年

10 月に C 小学校，2022 年 11 月に Y 中学校，2023 年 1 月に S 小学校であった（表 1）．
そこで，Y 町教育委員会と協議を行い，教員研修の効果を各学校のみに留めることなく，

正統的周辺参加（Lave, J. & Wenger, E. 1993）の考え方に基づき，全教職員が全校の授業

研究会に参加して学ぶ方式とした．例えば，J 小学校が授業研究会を行う場合は，他 3 校

の教職員も参加するという方法であった． 
さらに，「児童生徒等の学びと教員等の学びは相似形となることが重要」（中央教育審議

会 2022）と示されている．これを踏まえ，授業研究に関わる教職員の議論は，教員 1 人
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1 台の情報端末を活用し，クラウド上で情報共有等を行うこととした．その取り組みとし

て 1）当日配布される学習指導案のクラウド化，2）授業参観後の議論のクラウド化，3）
日常的な授業に関する議論や情報共有等のための Google Chat の開設，の 3 点であった． 
 

表１ S県 H町の2022年度の研修と調査の進行 

 
３．2022年度の教員研修の実際の概要 
3.1 授業研究会の実際 

 2022 年度の教員研修の日時・参加者・研修形態と目的や内容を表 1 に示す．授業研究

会の教師の学びの手順として，①事前にクラウド上で指導案を配布し，参観者はチェック，

②参観中はクラウド上の指導案等に直接コメント，③参観後は，クラウド上のコメント等

を踏まえて議論，④第 1 著者からの指導助言が行われた（図 1）． 
 

 
 

図１ S県 Y町の授業公開の進行 
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3.2 授業研究日以外の取り組み 
実践の経験の蓄積を議論したり，日常的に実践を共有したりしながら，さらに実践を促

進することを目的に，1）各校で，各校の教員，助言者（第 1 著者），指導主事（第 2 著者）

が入室しているチャット，2）町内の全教員，助言者（第 1 著者），指導主事（第 2 著者）

が入室しているチャットの 2 つを開設された．チャット上では，授業に関する情報の共有

や議論，それらに対する第 1 著者からのコメント等が発信されてきた．その一例として，

図 2 は，S 小学校において，授業研究会の日ではなく，日々の授業のふり返りを文章と子

供の情報端末上の学習活動のスクリーンショットを共有する初任者教師に対して，先輩教

師がコメントを返信している様子である． 

  
４．今後の課題 

S県Y町におけるクラウドを活用した個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を

目指した教員研修の設計・実施の前提，経緯，基本方針，2022 年度の教員研修の実際の概

要を示した．今後の課題は 2 点である． 

1 点目として，S 県Y 町における教員研修は続いている．2022 年にはどのようは成果が

上がり，どのようにして 2023 年が計画されたのかについて概観する必要がある． 

2 点目として，教師がどのように学んだのかの詳細を明らかにする必要がある．教員研

修は 2020 年から取り組まれており，特に，クラウドを活用した個別最適な学びと協働的

な学びはどのような過程で実現されているかを分析する必要がある． 

 

図２ Google Chat上の日常の議論の様子の一例 
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